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飯豊町
大巻橋（小白川）落橋 鉄橋崩落（JR米坂線）

調査地点

飯豊町 国道113号線道路崩落

川西町
ため池の決壊による流出

長井観測所
（アメダス）

高峰観測所
（アメダス）

飯豊町および川西町の町内を確認しながら，上記の3ヵ所を重点的に調査．



ため池の決壊（川西町）

崩壊部分

流出

Google Map（決壊前の様子） に加筆

山形県東置賜郡川西町上小松．ため池（鏡沼）の堤体の一部が決壊．流出後には，ため池の底面部が露出して
おり，内部にあった水は全て流出したものと思われる．そのため，大量の水が崩壊部から流出したと推察され
る．
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Google Map に加筆

流出した水と土砂は土石流化して広範囲に流れ下ったと推察される．また，大量の土砂（砂質土）が下流部の
水路などにみられ，水路は土砂で埋まった部分が多く，民家のある部分で本来の常時の流れとは異なる流れが
発生していた．流下範囲に2つの農地（水田）があり，これらの部分に多くの水が残っており，遊水機能とし
ての効果があったものと思われる．崩壊部分の反対側では，小規模な橋梁が落橋し，自動車が落下していた．
この付近では，周辺の水路から溢れた水がため池に流入している痕跡がある．

ため池の決壊（川西町）



決壊前の様子（Google ストリートビュー，2019年9月）

決壊前の様子から，常時の水位はコンクリート
壁面材の高さより少し低い程度と思われる．

崩壊部（ため池外部から撮影） 崩壊部（ため池内部から撮影）

崩壊部（提体側面から撮影）

ため池の決壊（川西町）



ため池の決壊（川西町）

常時の水の流れとは異なる流れ

流下範囲（下流）は土石流が流下したような様子．ただし，通常の土石流のような流木や巨石は含まず，
大量の砂，礫，植生が広範囲に堆積．水路などにも土砂が堆積し，常時の流下経路以外の水の流れが発生

水路に土砂が堆積



ため池の決壊（川西町）

崩壊箇所

水門

常時の水の流れ（水路）

発災時の水の
流れ（推定）

落橋

50cm程度の流水の痕跡

ため池の崩壊箇所の反対側（上流側）で水路が溢れ，常時とは異なる流れ
が発生し，ため池に流入したと推定される．水路が溢れた原因としては，
急激な水量の増加と，流下した植生の目詰まりによる抵抗の増加が考えら
れる．ため池への流入部（落橋した橋を含む）では，大規模な洗堀が発生
しており，落橋の原因も，橋と道路の接合部付近の背面土の吸出しが要因
の一つと思われる．



ため池の決壊（川西町）

川西町HPため池ハザードマップ https://www.town.kawanishi.yamagata.jp/sangyo/noringyo/tameikehm.html



大巻橋

鉄橋

大巻橋と米坂線鉄橋の落橋（飯豊町）

発災時の水の
流れ（推定）

山形県西置賜郡飯豊町小白川．小白川と白川の合流点の上流の小白川が大きく蛇行する部分．県道10号の大
巻橋とJR米坂線の鉄橋が落橋した．蛇行部の内部を広範囲に流下したものと推定される．住民は，消防団の声
掛けにより，夕方6時ごろには避難をしていた．なお，はじめは付近の大きめの民家の２階に避難し，その後，
消防団から再度の声掛けがあり，さらに安全な場所へ避難した．（※周辺住民の証言による）



大巻橋

上流側から大巻橋の崩壊部を撮影．大巻橋周辺の護岸はコンクリートで保護されているものの，その高さ
以上の水位のために，裏込め土が洗堀され流出したものと推定される．また，大巻橋があった付近には大
量の流木が残っており．それらが堆積することで大巻橋に作用する水平方向の流体力が増大したものと思
われる．また，河床や護岸の洗堀が落橋の原因の可能性もある．

大巻橋と米坂線鉄橋の落橋（飯豊町）

上流側で確認された流木



大巻橋と米坂線鉄橋の落橋（飯豊町）

上流部での氾濫により，県道10号に垂直な方向の流れ（道路を乗り越える流れ）が発生し，下流側に設置
されていたガードレールに流木や植生が堆積．それにより，ガードレールに作用する流体力が増大し，
ガードレールが路肩側面に連結されているため，流木の多い流れに耐えきれず，剥ぎとられるように崩壊
し，洗堀を助長したと推定される．



大巻橋と米坂線鉄橋の落橋（飯豊町）

JR米坂線の鉄橋の被害．接合部付近で大規模な洗堀の跡が確認できる．また，橋脚の残骸に大量の流木が
溜まっており，鉄橋の橋脚に作用する流体力を増大させた可能性がある．また，河床洗堀による橋脚の不
安定化も要因として可能性がある．



国道113号線道路崩落（飯豊町）

国道113号線は山形県置賜地区南西部から新潟県下越地区北部をつなぐ道路であり，飯豊町～小国町～関川
村～村上市の各区間は山間部の河川沿いの区間が多い．この大雨で崩壊が多数生じ，通行止め区間が多く
発した．近くに迂回路がなく，地域住民にとって重要な道路．



国道113号線道路崩落（飯豊町）

崩壊箇所

飯豊町～小国町の区間で大規模な路肩の崩壊が
発生．1車線分は完全に落ちている．崩壊面の角
度が急であるため，地盤材料のすべり破壊では
なく，流体力または洗堀による河川護岸の変状
に伴い，上部のコンクリート擁壁の安定性が低
下し，崩壊に至ったものと推定される．このほ
かにも，国道113号線は，大小さまざまな路肩崩
壊が生じている．



まとめ

■降雨特性
飯豊町および川西町では時間雨量50～60mm程度で，累積雨量は300mm
程度．山間部では雨量はさらに多い部分もあり，そのレベルの雨が降っ
てもおかしくはなかった．

 川西町のため池
ため池上流からの流入があったと推定される．防災重点ため池に指定さ
れているため池で，ハザードマップも整備されている・今回の流出範囲
は想定浸水域に含まれる．

 飯豊町の落橋（大牧橋・米坂線鉄橋）
落橋発生個所周辺では多くの流木の堆積が確認された．それにより橋梁
に作用する流体力の増加が推定される．また，河床や周辺護岸の大規模
な洗堀も生じており，これらが落橋の原因と推察される．

■国道113号線
近くに迂回路のない一本道で，斜面と河川に挟まれた構造区間が多い．
河川の増水による洗堀が顕著であり，複数個所で路肩崩壊や陥没が生じ
ている．


